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表紙写真 募集中！会員の皆様の故郷や思い出の場所などの写真をお寄せください！
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新年のごあいさつ
支 部 長

坂 田　覚
　令和８年の年頭に当たり、謹
んで新年のご挨拶を申し上げま
す。会員の皆さまにおかれまし
ては、新春を健やかにお迎えの
こととお慶び申し上げます。

　旧年中は支部活動に対して格別のご支援とご協
力を賜り厚く感謝申し上げます。
　さて、昨年の６月に新執行部が誕生し、はや半年
が経ちましたが、時代の流れの中で支部運営に求
められるものも変化しております。
　具体的には、従来まで発行していた支部会員班
別名簿の取りやめ、税務署前に掲示していた会員
名札の撤去などの「個人情報の保護」、また「デジタ
ル化への対応」「コンプライアンスの徹底」「ハラス
メント防止対策」についても本会で開催される支部
長会では議題に挙がり、研修も行われております。
　このような状況のなか、私が常に考えるのは、板
橋支部が会員の皆さまにとってどのような存在であ
るべきかです。
　支部の目的は支部規則によると『東京税理士会
の目的の達成に資するため、本支部に所属する会
員に対する指導、連絡及び監督を行うことを目的と
する。』とあります。この目的に沿った事業を遂行し
ていくことは言うまでもありませんが、やはり大切に
していきたいのは会員の皆さま同士の温かみのあ
る交流になります。仕事の悩みが相談できる仲間づ
くりの場、時には同じ趣味を持っている同士の憩い
の場となる。会員の皆さま一人一人にとっての居場
所となるような場所。それが板橋支部の良さであり、
諸先輩方が築いて頂いた伝統であると思います。
　対応が必要な項目も多く、会員の皆さまにはご迷
惑をお掛けしているかもしれませんが、これからも
板橋支部らしい温かいそして仲の良い支部を目指
し、執行部一同、相談をしながら支部運営を進めて
いきたいと思います。本年も引き続き、温かいお気
持ちと厳しいご指導をどうぞよろしくお願いします。
　結びにあたり、本年が会員の皆さまにとって幸多
き年になりますよう、心より祈念いたしまして、年頭
の挨拶とさせていただきます。

板橋税務署長

　令和８年の年頭に当たり、謹
んで新年のお慶びを申し上げ
ます。
　東京税理士会板橋支部の皆
様には、日頃より税務行政に対

しまして、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　旧年中は、坂田支部長はじめ、役員や会員の皆
様には、e-Taxやキャッシュレス納付の利用拡大、租
税教室の開催、税の無料申告相談など、多岐にわた
るご支援、ご協力をいただきまして、重ねて感謝申
し上げます。
　さて、年も明けまして、間もなく確定申告の時期を
迎えます。
　国税当局としましては、令和７年分の確定申告
期において、自宅等からのe-Tax申告のより一層の
推進、特に、マイナンバーカードを利用したスマート
フォンによるe-Tax申告の推進に取り組んでまいり
ます。
　貴支部の皆様には、引き続き、法人税のALL 
e-Tax、相続税・贈与税のe-Taxや、キャッシュレス納
付の積極的な御利用に加え、関与先の従業員等の
皆様に対しまして、「マイナンバーカードを利用した
スマートフォンによる自宅等からのe-Tax申告」の周
知・広報にも御協力いただけますようお願い申し上
げます。　　
　また、本年も、貴支部の皆様には、確定申告期間
前に区内３か所の会場において、延べ８日間にわ
たり無料申告相談を実施していただくと伺っており
ます。業務御多用の中での御尽力に対しまして、心
から感謝申し上げます。
　税務行政の円滑な運営には、貴支部の御理解と
御支援は不可欠です。今後とも、何卒お力添えを賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、貴支部のますますの御発展と、会
員の皆様の御健勝並びに御事業の繁栄を心から
祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただき
ます。

　物　久美子ケ
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板橋都税事務所長
蓮沼　正史

　あけましておめでとうござい
ます。令和８年の幕開けにあた
り、東京税理士会板橋支部の皆
さまに謹んで新年のご挨拶を申
し上げます。

　皆さまには日頃より納税意識の向上、適正な申告
納税の推進、租税教室の開催等、東京都の税務行
政並びに都政全般に深いご理解とご支援を賜り、こ
こに厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございま
す。とりわけ、租税教室では、将来の納税者である児
童・生徒の皆さんに身近な例を交えながら分かりや
すくご説明いただいております。私どもの職員もご
一緒させていただいておりますが、現場で学ぶこと
も多く、この場をお借りしまして深く感謝申し上げま
す。
　さて、都税収入も、令和６年度は企業収益が堅調
に推移したことなどにより増収となりましたが、元来
景気の変動に左右されやすい構造にあるため、今
後の景気動向には引き続き注視が必要な状況でご
ざいます。
　こうした状況の中、東京都主税局では行政サービ
ス向上のため、「主税局ビジョン2030」に基づき施
策を展開しております。このビジョンでは、「納税者
へのクオリティオブサービス（QOS）向上」と「税務
行政の構造改革」を目指すべき２つの柱としており
ます。社会環境の変化に的確に対応し、デジタルト
ランスフォーメーション（DX）等も活用しながら、納
税者の皆さまのQOSの向上と業務の効率化を進め
て参ります。その一環としてスマホ納付やクレジット
カード納付など、さまざまな方法が提供されている
キャッシュレス納税の推進を重点事項として挙げて
おります。昨年同様、皆さまのお力添えを賜りながら
取り組んでいきたいと考えておりますので、貴会員
の皆様のクライアントの方々にも是非ご周知してい
ただければと存じます。
　私ども板橋都税事務所も、地域の実情を踏まえ
ながら、引き続き適正・公平な税務行政の遂行に努
めて参ります。本年も変わらぬ、ご支援とご協力を
賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　結びに、貴支部の益々のご発展と、会員の皆さま
のご健勝とご事業のご繁栄を心より祈念いたしまし
て新年のご挨拶とさせていただきます。

板橋区長
坂 本　健

　令和８年の新しい年を迎え、
東京税理士会板橋支部の皆様
に新年のお慶びを申し上げま
す。
　貴支部の皆様には、次代を担

う児童・生徒に対して税に関する知見を深める小学
校・中学校での租税教室、「くらしと税金展」での税
理士無料相談、毎年活況を呈している確定申告の
無料相談会など、区民の身近なアドバイザーとして、
多大なご貢献をいただいております。貴支部の活動
に改めまして敬意を表するとともに、これからも税
の専門家集団として、区民に寄り添う相談業務はも
ちろん、税務行政へのご支援・ご協力をよろしくお
願いいたします。
　さて、板橋区では、昨年10月に令和８年度からの
概ね10年後の方向性を示す新しい「板橋区基本構
想」が区議会の議決を経て、策定されました。
　新しい基本構想における将来像は、「未来をひら
く緑と文化のかがやくまち"板橋"」です。これまでの
将来像を継承しながら、さらに高みをめざし、自ら
主体的に未来を「切り拓いていく」決意が込められ
たものとなっています。
　10年一区切りとは言いますが、振り返ってみると、
長期化した新型コロナウイルス感染症への対応、
多発・甚大化している豪雨等の災害、近年の物価
高・エネルギー価格の高騰など、幾度となく困難な
事態に直面してきました。その度に区民の生命と健
康・財産を守ることを最優先に掲げ、皆様のお力添
えを頂きながら歩んでまいりました。
　先行きが不透明で将来の予測が困難な時代こそ、
時勢を的確に見極め、積極的な思考で、まさに「未
来を切り拓く」区政を推し進めてまいりますので、今
後とも、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　結びに、坂田支部長のもと、東京税理士会板橋支
部の今後の益々のご発展と会員各位のご健勝を祈
念しまして、新年のご挨拶とさせていただきます。
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　去る9月16日14時から今年度の第６ブロック役員
連絡協議会が東京税理士会館にて開催されました。
出席者は、本会の会長以下役員の方々、各支部の支
部長、副支部長、関係部長及び東京税理士政治連盟
等の関連団体の皆様でした。

　主な議事は、
１）本会からの連絡事項
綱紀事案の防止について
　本会会員に対する懲戒処分の概要と非税理士への名義貸しや信用失墜行為等への防止について説明
を受けました。

２）ブロックからの連絡事項
ハラスメント行為の防止について
　事前に当番支部（荒川支部）から各ブロックへハラスメント防止やハラスメント研修についてアンケート
を募集して、その回答について参加者で活発な意見交換がされました。

３）関連団体案内
　東京税理士政治連盟、東京税理士協同組合、東京税退共及びモア・グリーン税理士の森基金等の方々
から目的、事業内容等について説明をいただきました。

　協議会終了後懇親会が開催され、親睦を深める良い機会をいただきました。また来年度は板橋支部が当番支
部になりますので、ブロックからの連絡事項について今年度と同様に活発な意見交換ができる議事を選定する
ことが大切だなと思いました。

副支部長　横田 貴広（５班）

令和７年度 第６ブロック役員連絡協議会報告

納税表彰式
「租税教育の推進を通じて納税道義の
高揚に功績があった人」として、青木学
会員が国税庁長官表彰を受けました。
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くらしと税金展

は じ め まし ては じ め まし て 令和7年12月31日現在（敬称略）新入・転入会員紹介
新入会員

お世話になりましたお世話になりました
三嶋　純一／業務廃止
山野建治郎／業務廃止

板橋支部会員数（令和７年12月31日現在）　支部会員数／425名（男334名、女91名）　支部法人会員数／26事務所

氏　名／有永　直樹
　　　　R7.11.26入会／５班
登録番号／157912

ありなが　　なおき

転入会員

氏　名／伊藤　貴郎
　　　　R7.11.26入会／４班
登録番号／157927

いとう　　 たかお

氏　名／吉田　亮介
　　　　R7.11.26入会／１班
登録番号／157936

よしだ　　りょうすけ

氏　名／田中　励人
　　　　R7.12.22入会／５班
登録番号／158170

たなか　　れいと

氏　名／谷山　仁彦
　　　　R7.12.22入会／４班
登録番号／158151

たにやま　 ひとひこ

　令和7年11月11日から17日までは「税
を考える週間」。今年も税務関係機関と納
税関係六団体による「くらしと税金展」が
13日と14日の両日、板橋区役所本庁舎に
おいて開催されました。
　大東文化大学第一高校書道部による圧
巻の作品が飾られている中、日本酒の利き
酒ブース、マイナポータルの登録ブースなどとともに、税理士会板橋
支部による税務相談のブースが設けられました。
　税務相談については相続税についてがやはり多いですが、年末が
近づいたこと、大きな改正があったこともあり
年末調整についての相談も多くありました。
　担当後にやってみた利き酒は4種類中で
1つしか当てられず。どれも美味しかったので、
結局何でも良いのだとの結論に至りました。

中田　俊行（3班）

大東文化大学第一高校書道部による書道パフォーマンス

早乙女唯夫　令和7年 10月 2日 ご逝去
長井　良行　令和7年 12月 5日 ご逝去
大谷　弘義　令和7年 12月 15日 ご逝去
田村　健蔵　令和8年 1月 2日 ご逝去

訃  報訃  報 ここに謹んで哀悼の意を表します。ここに謹んで哀悼の意を表します。
氏　名／廣岡　　実
　　　　R7.11.26入会／３班
登録番号／80510

ひろおか　　  みのる
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ボウリング大会報告
　令和７年11月14日、池袋駅東口にある「ハイパーレーン池袋」で、板橋支部班別ボウリング大会が行われました。
1位は2・5班、2位は１・４班、3位は3班チームと6班チームが入賞しました。ご参加ありがとうございました。
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板橋支部 忘年会フォト集
令和７年12月３日　於：ホテルメトロポリタン池袋
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忘年会　令和７年12月３日　於：ホテルメトロポリタン池袋
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